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8月。じりじりと照りつける日差しにセミの大合唱！夏真っ盛りですね。

毎年夏になると日傘とうちわが欠かせなくなりますが、皆さまはどのように暑さをしの

いでおられますか？夏の代表的な果物であるスイカはとても美味しく、食べるとなんだ

か涼しくなったような気がしますが、スイカには、疲労回復や利尿作用もあり、夏には

ぴったりの食べ物のようです。まだまだ厳しい暑さが続きますが、ご自身にぴったりの

方法で「暑気払い」をして、残暑を乗り切ってくださいね。

雰囲気を和らげる言葉

言葉遣いに少し気を配るだけで雰囲気が和らぎますが、心を和らげるクッション言葉

というものがあるようです。それは次のような言葉だそうです。
・「お待たせいたしました」

・「おそれいりますが」「申しわけありませんが」

・「お手数ですが」「ご面倒ですが」

・「失礼いたしました」

・「していただけますか」「していただけると助かるのですが」

・ねぎらいの言葉「大変でしたね」「ご心配ですね」「よかったですね」

このような言葉を、私たちはふだん隣近所の人や親しい人とのおつきあいで使っていると

思いますが、自分が言われたときにも悪い気はしません。

特に、「お待たせしました」は魔法の言葉だそうです。忙しい状況でこの言葉を使うと、そ

の場の雰囲気がよくなったそうです。コミュニケーションが目指すことは、情報のやりとりを

通して信頼を育むことですが、クッション言葉をさりげなく使えるといいですね。
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